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「
生
徒
心
得
」
改
正

近
く
右
に
三
保
の
松
原
を
望
み
、
天
羽
衣
を
想
起
し
、
左
に
奥
津
の
清
見
寺
を

眺
め
、
遠
く
は
田
子
の
浦
邊
の
白
波
の
美
し
き
と
、
八
染
の
芙
蓉
峰
の
秀
威
と

を
賞
し
、
三
保
の
松
原
に
遊
び
て
清
水
港
に
宿
し
、
翌
日
は
江
尻
奥
津
を
経
て

洞
見
寺
に
到
り
、
蒲
原
を
過
ぎ
て
岩
淵
に
宿
り
、
歩
し
て
原
に
向
ひ
て
左
富
士

の
奇
勝
を
探
る
も
あ
り
、
深
車
に
搭
じ
て
坐
ら
風
光
の
明
媚
を
愛
づ
る
も
あ
り

て
、
人
さ
ま
人
＼
‘
に
旅
行
を
了
り
て
、
十
七
日
午
後
八
時
十
分
新
橋
著
に
て
蹄

京
し
た
り
。

関

連

事

項

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
設
立

明
治
四
十
二
年
一
月
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
評
議
会
は
絵
画
専
門
学
校

設
立
を
文
部
大
臣
に
申
請
し
、
そ
の
結
果
、
同
年
四
月
、
京
都
市
立
絵
画
専
門

学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
当
初
、
生
徒
数
は
一
五

0
名
、
修
業
年
限
は
予
科
が
二

年
、
本
科
が
三
年
、

研
究
科
が
二
年
で
美
術
工
芸
学
校
（
吉
田
町
）
の
校
舎
の

一
部
を
仮
校
舎
と
し
て
授
業
を
開
始
し
た
。
は
じ
め
は
大
野
盛
郎
が
校
長
事
務

取
扱
を
つ
と
め
、
四
十
三
年
三
月
よ
り
松
本
亦
太
郎
が
校
長
（
美
術
工
芸
学
校
長

兼
任
）
に
就
任
。
竹
内
栖
鳳
、
菊
地
芳
文
、
谷
口
香
嬌
、
山
元
春
挙
、
西
山
翠

峰
、
合
田
一
峰
、
徳
田
隣
斎
、
菊
地
契
月
、
庄
田
鶴
友
、
辻
華
香
ら
が
実
習
の

指
導
に
あ
た
り
、
中
井
宗
太
郎
は
美
術
史
を
、
池
辺
義
象
は
国
文
学
を
、
江
馬

務
は
風
俗
史
を
教
え
た
。
明
治
四
十
四
年
―
―
一月
に
は
入
江
波
光
、
小
野
竹
喬
、

榊
原
雨
村
、
榊
原
紫
蜂
、
土
田
麦
倦
、
星
野
空
外
、
松
宮
芳
年
、
村
上
華
岳
ら

八
名
が
卒
業
す
る
（
野
長
瀕
晩
花
は
中
退
）
。

③

福
地
復

生
徒
ニ
シ
テ
本
校
内
二
公
告
貼
札
等
ヲ
為
サ
ソ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
豫
メ

本
校
ノ
許
可
ヲ
得
テ
後
チ
指
定
ノ
場
所
二
限
リ
之
ヲ
掲
示
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
廿
三

家
族
若
ク
ハ
同
居
人
中
又
ハ
住
所
ノ
近
傍
二
於
テ
激
症
傭
染
病
二
罹

リ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
速
二
其
旨
ヲ
本
校
二
届
出
ッ
ヘ
シ

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
八
巻
第
一
号
の
「
芸
苑
彙
報
」
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
た
。

0
幅
地
復
一
氏
逝
く
蘭
案
家
と
し
て
斯
界
に
功
労
あ
り
し
揺
地
復
一
氏

は
、
昨
年
束
胃
癌
を
患
ひ
、
大
學
病
院
に
入
り
て
療
養
中
な
り
し
が
、
整
薬

効
な
く
〔
明
治
四
十
二
年
〕
七
月
廿
二
日
午
前
三
時
芝
高
輪
北
町
の
自
宅
に

て
逝
去
せ
り
。
氏
は
伊
勢
園
宇
治
山
田
の
人
に
し
て
、
同
縣
師
範
學
校
卒
業

後
、
上
京
し
て
三
田
芝
英
語
學
校
に
入
り
、
明
治
二
十
二
年
伊
勢
神
苑
會
の

依
隣
に
て
、
初
め
て
歴
史
博
物
館
の
設
計
に
従
事
し
た
る
を
圏
案
界
に
身
を

投
ず
る
の
動
機
と
し
て
、
其
後
博
物
館
、
東
京
美
術
學
校
等
に
奉
職
し
、
又

内
外
博
覧
會
、
共
進
會
等
の
設
計
及
び
審
査
に
従
事
し
て
、
三
十
年
の
巴
里

博
覧
會
の
際
に
は
、
審
査
員
と
し
て
同
地
に
遊
び
、
蹄
朝
後
は
日
本
岡
案
會

を
設
立
し
て
専
ら
意
匠
園
案
界
に
貢
獣
す
る
傍
ら
、
美
音
會
を
起
し
て
歌
舞

第
廿

（天
香
）
死
去

（『東
京
美
術
学
校

一
覧
鱈
呻
麟
醗
誌
巽
』）

明
治
四
十
二
年
四
月
、

「
生
徒
心
得
」

ケ
条
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

（第

一
条
1
第
二
十
一
条
）
に
次
の
二
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